

































































































































































先生ほど， 手まめに手紙を書いた人は余り多くないであろ う。思い出を語り， 感謝し，忠告
し激励して，人びとの心の交流を忘れなかったのである。学園に勤務する教職員のひと りひと
りの誕生日を記憶され， 記念品とともに感謝や激励のことばを贈られた。私自身，非常勤とし
てお手伝いをしていたと き ごれをいただき驚いたものであった。学生の集会や教職員のイ ン
フォーマルな会合にも，時聞をくり合せて出席された。そ して率先して，会合の明るく楽しい
雰囲気をつくる原動力となった。学園における 「愛と和」 の伝統は， 先生の人格からの自然な
現われであった。
先生のこの人間的な愛情を，先生の義兄である神父浅井正三教授は， 「神の信仰に基く母性
愛」であったと道破された。その本質をついたものであると思う。先生は，終戦の翌年最愛の妹
と弟など身近な方を前後して失なった。このような人生の悲痛な体験を通して，浅井神父
の導きによって信仰の道に入った。先生は信仰によって慰められ勇気づけられる とと もに，先
生の社会的活動を，神によって与えられた使命であると感じたのではなかったか。先生は自分
の信仰について語られることはなかったが，晩年の多忙な生活を「神によって生命を与えられ
ているかぎりはJといっ．て，安易な休息をとろうとしなかったことは，十分にこれを証明する
ものであろう。先生のご生涯とその輝かしい数々の業績は，結局は信仰に基いた人間的愛に由
来し， それに包まれたもので、あったのである。ゲーテは歌った。
「j女の生を愛のう ちにあらしめよ。
汝の生活を努力の生活たら しめよ。」
これこそが，まさに浅井淑子先生の生であり，その業績の根源であった。 先生こそまさに真の
6 梶i甫・故学園長浅井淑子教授を偲んで
人間個性的にして普遍的な生ける人間であった。私はこのように観じ，改めて敬慕の念を新
たに しながら筆をおくのである。
